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本論文では, CORBA システムにおける複数のトランスポートプロトコルのサポートに関

する報告をおこなう. 本システムは AT&T ケンブリッジ研究所により開発された

omniORB2 を用いて実装され, IIOP, IIOP over SSL, GIOP over ATMの 3 つの

トランスポートプロトコルが実装されている.  

本研究では, 複数のトランスポートプロトコルをサポートするため , 明示的バインディ

ングとLocation Forward機能を用いている. 明示的バインディングはアプリケーション

がメソッドコールをおこなうために最適なプロトコルをメソッドコール毎に選択すること

を可能とする. また, Location Forward 機能はクライアントが選択したトランスポー

トプロトコルをサーバが変更するときに用いる. この機能を用いることにより QOS の選

択やクライアントサーバ間のネゴシエーションを既存のプログラムの変更を最小限にして

実現することが可能となる. 


